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成果の概要

自己重力流体適合格子細分化コード (SFUMATO)の様々なテストを行い、その結果を
論文に出版した。自己重力スキームだけでなく、流体・磁気流体がともに 2次精度である
ことを確認した。また、MHD波の減衰率が 3次精度であることを確認した。さらに、衝
撃波におけるカーバンクル不安定（非物理的な不安定）を回避するための措置を実装した。
これにより、SFUMATOは完成した。
これとは別に、SFUMATOのプロトタイプにあたる nested gridコードで、星形成にお

けるガス雲の重力崩壊ならびに超新星爆発のコア崩壊の問題を研究した。




